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令和８年熊本地震の今後の見通し

【令和８年熊本地震の地震活動の概況】
• 地震の発生数は増減を繰り返しながら大局的には緩やかに減
少しているが、地震活動は依然として活発な状態が継続

【地震活動の今後の見通し】
• 8月18日から１～２か月程度、最大震度５弱程度以上の地
震に注意

• 最大震度５強程度以上の地震についても、平常時と比べると
依然として発生しやすい状況

• 地震活動域は広範囲であり、地震の規模や震源との位置関係
によってはM7.1の地震による揺れよりも強く揺れる可能性

• 海底で規模の大きな地震が発生した場合、津波に注意



■時系列情報（明日までの警報等の見通し）（19日11時発表）

【気象の見通し】
• 19日（水）夜は、湿った空気の影響によりおおむね曇りで、山沿い中心に雷雨となる所がある。
• 20日（木）は、はじめ晴れとなるが、湿った空気や日射の影響により夕方から夜のはじめ頃は被災地を
含む平野部でも雷を伴い激しい雨の降る所がある。

• 21日（金）以降は、湿った空気の影響により曇り時々晴れで、午後を中心に雷雨となる所がある。

【留意事項】
• 19日（水）から21日（金）の午後は、落雷や突風に注意。20日（木）夕方から夜のはじめ頃は激し
い雨が降り、レベル2大雨・土砂災害注意報発表の可能性。ブルーシート等の雨対策の再確認を。

• 26日（水）にかけて最高気温が35度以上の猛暑日となり危険な暑さとなる。また、最低気温が25度
以上の熱帯夜が続く見込み。昼夜問わず熱中症などの健康管理に注意。

• 20日（木）にかけて空気の乾燥した状態となるため、火の取り扱いに注意。
• 19日12時にトラック諸島近海で熱帯低気圧が台風第18号にかわった。今後発達しながら北西に進む見
込み。最新の情報に十分留意。

■熊本県の天気予報（19日11時発表）

注意報級の現象発生の可能性がある時間帯

今後の気象の見通し

■明日（20日）の雨の予想
(20日12時から24時までの12時間降水量、ミリ)

※この図は、あくまで数値予報の結果です。降水分布を概観するための資料です。 3

■台風第18号 経路図(19日12時現在）

24日（月）09時(予想)
強い台風
中心気圧:970hPa
最大風速:35m/s
最大瞬間風速:50m/s



令和8年7月28日に発生した「令和8年熊本地震」に関連して、気象庁では各地の震度に関す
る情報や被災者・復旧担当者向け気象支援資料等を掲載したポータルサイトを開設しておりま
す。また、環境省が提供している熱中症予防情報サイトもご活用ください。

〇令和8年熊本地震 ポータルサイト

令和8年熊本地震の地震活動のほか、
気象予測等の詳細な資料を確認できます

市町村を選択すると、
３時間ごとの天気・気温・風などの予報

を確認できます

（参考）気象・地震・熱中症予防に関する情報

〇気象支援資料 〇熱中症予防情報サイト

地図をクリックすると地点ごとに
実況と予測を確認できます

URL:https://www.jma.go.jp/jma/menu/20260728_
kumamoto_jishin.html

URL:https://www.data.jma.go.jp/yoho/data/jishin/
met/sien_Kumamoto.html

URL:https://www.wbgt.env.go.jp/
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